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EHREHR--LRLR

EHREHRの捉え方の捉え方

医療機関の中で利用される電子カルテ（EHR-CR）

EHREHR--CRCR

EHREHR--CRCREHREHR--CRCR

EHREHR--CRCR

医療機関の間で共有できる電子カルテ（EHR-LR)
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リポジトリ
（医療記録）

医療機関B
急性期診療
(入院)

医療機関A
初期治療、診療
(救急)

医療機関C
長期診療

医療機関D
診療所など

インデックス
の提出

利用者

リポジトリ
（医療記録）

リポジトリ
（医療記録）

レジストリ

EHREHRで情報共有で情報共有するシナリオするシナリオ

アフィニティ

ドメイン（XAD)

ドキュメント
の検索
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ドキュメント
リポジトリ

ドキュメント
利用者

ドキュメント
リポジトリ

ドキュメント
リポジトリ

ドキュメント
レジストリ

情報共有のための機能ユニット（アクタ）情報共有のための機能ユニット（アクタ）
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ドキュメント
レジストリ

ドキュメント
レジストリ

ドキュメント
利用者

ドキュメント
利用者

ドキュメント
ソース

ドキュメント
ソース

ドキュメント
リポジトリ

ドキュメント
リポジトリ ドキュメント

利用者

ドキュメント
利用者

ドキュメント
ソース

ドキュメント
ソース

ドキュメント
リポジトリ

ドキュメント
リポジトリ

ドキュメント
利用者

ドキュメント
利用者

医療機関A
初期治療、診療
(救急)

医療機関B
急性期診療
（入院）

医療機関C
診療所など
（診断サービス）

院内電子
カルテシス
テム

院内電子
カルテシス
テム

診療所電
子カルテ
システム

EHR中央レジストリ
セキュリティ管理センター

共有基盤を機能ユニットで構築する共有基盤を機能ユニットで構築する

共有データ共有データ
の提供の提供

共有データ共有データ
の保管の保管

共有データ共有データ
のインデッのインデッ

クスクス

共有データ共有データ
の読み出しの読み出し
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ドキュメント
レジストリ

ドキュメント
レジストリ

ドキュメント
ソース

ドキュメント
ソース

ドキュメント
リポジトリ

ドキュメント
リポジトリ

ドキュメント
利用者

ドキュメント
利用者

共有基盤を機能ユニットで構築する共有基盤を機能ユニットで構築する

共有データ共有データ
の提供の提供

共有データ共有データ
の保管の保管

共有データ共有データ
のインデッのインデッ

クスクス

共有データ共有データ
の読み出しの読み出し
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ドキュメント
レジストリ ドキュメント

利用者

ドキュメント
ソース

ドキュメント
セットの提
供と登録

ドキュメントの
問い合わせ

ドキュメントセットの登録

ドキュメント
の読み出し

情報共有のアクタとトランザクション情報共有のアクタとトランザクション

ドキュメント
リポジトリ

ebXMLebXMLレジストリ・リポジトリ・モデルレジストリ・リポジトリ・モデル

共有データ共有データ
の提供の提供

共有データ共有データ
の保管の保管

共有データ共有データ
のインデッのインデッ

クスクス

共有データ共有データ
の読み出しの読み出し

トランザク
ション
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インデックス（メタデータ）インデックス（メタデータ）のの内容内容

ドキュメント固有ID

利用可能性状況（利用可能、無効）

医療施設タイプコードと表示名

診療背景コードと表示名

ドキュメントクラスコードと表示名（処方箋、退院サマリ、報告書）

ドキュメント製作時刻

サービスの開始および終了時

患者ID（ドメイン内のID）

ドキュメント
レジストリ メタデータメタデータ
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画像データのインデックス画像データのインデックス の内容の内容

放射線画像データに特有なもの

収集モダリティ (e.g. CT, MR)
解剖学的部位 (e.g. Arm, Elbow, Hand)
撮影手技など (e.g. コントラストMRI 膝)

問い合わせ例

患者○○さんの過去2年間の全ての「頭部ＣＴ」

ドキュメント
レジストリ

メタデータメタデータ
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患者患者IDIDのの供給供給：：Patient Identity FeedPatient Identity Feed

患者IDの供給は、統合プロファイル
PIXによって行われる

患者ID番号を用いて登録を行う

HL7に基づき、患者の登録、更新、
および、併合のADTを使用する

患者の基本情報は、必ずこのトラン
ザクションによって送られ、レジスト
リに登録されること

ドキュメント
レジストリ

患者IDソース

↓患者IDの供給
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患者患者IDID相互参照機能相互参照機能(PIX)(PIX)

患者ID
相互参照-
ドメイン

Id=X456
Id=Y921
Id=D456
Id=DF45

患者ID
ドメイン B

患者ID
ドメイン C

Id=3TY
Id=2RT

患者ID相互参照
マネジャ

C:2RT
C:3TY

B:X456
B:Y921
B:D456
B:DF45

A:123

A:235
A:678

患者ID

利用者

B:X456
C: 2RT

患者ID
相互参照

B:X456
C: ?

患者 ID
ドメイン A

Id=123
Id=235
Id=678

B: X456 C: 2RT
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画像データ共有の例画像データ共有の例
画像検査 医療機関 B

（あるいは健診センター）

④画像検査の実施

医療機関 A

開業医

過去の画像検査

が保管されている

リポジトリ、および画像
ドキュメント･ソース

リポジトリおよび画
像ドキュメントソース

①検査のための患者紹介

②過去の画像検
査の問い合わせ

③過去の画像検
査の呼び出し 画像ドキュメント

レジストリ

④画像検査結果の登録
⑥画像検査情報
問い合わせ

⑧今回の画像検査結果

⑦過去の画像検査結果

⑤検査結果の利用可能通知（NAV)

Patient Id= 3547F45
• Report 5/21/1998 : CT Head     B
• Study 5/21/1998 : CT Head    B
• Report 2/18/2005 : Chest Xray A
• Study 2/18/2005 : Chest Xray A
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ドキュメント
レジストリ

患者IDソース

ドキュメント
利用者

画像ドキュメント
ソース

↓患者IDの供給

ドキュメントセットの
提供と登録

←WADO読み出し

画像ドキュメント
利用者

←画像、
←表示状態
←キーイメージノート
←エビデンスドキュメント

などの読み出し

ドキュメント
ソース（XDS)

ドキュメントセット
の提供と登録

ドキュメント
リポジトリ

ドキュメントの
問い合わせ

↑ドキュメントセットの登録

ドキュメントの
読み出し

画像情報の共有（画像情報の共有（XDSXDS--II））

★ソースと利用者はコンテンツで変わる★ソースと利用者はコンテンツで変わる
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共有する画像ドキュメント共有する画像ドキュメント

DICOM（インスタンスの拡張セット）

画像データ (DICOM形式)

エビデンス文書 (DICOM形式)

画像表示状態 (DICOM形式)

"for display"フォーマットとなった診断レポート

PDF、テキストなどコード化されていないもの

レポートに関連したキー画像
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メディカルサマリの共有メディカルサマリの共有

退院または紹介
ドキュメント作成

レポート
リポジトリ

紹介医患者の検査
または退院

通知

患者のサマリを異なる医療機関の間で伝達する患者のサマリを異なる医療機関の間で伝達する

EHR-CR
EHR-CR

メディカル

サマリ

メディカルサマリの
レビュー

NAVNAV

ドキュメント
レジストリ

ドキュメント
リポジトリ

ドキュメント
ソース

ドキュメント
ソース

ドキュメント
利用者

ドキュメント
利用者
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SSttrruuccttuurreedd CCoonntteenntt wwii tthh ccooddeedd sseecctt iioonnss::
• 紹介理由
•• バイタルサイン
••

• 検査

• Social History
•• PPrroobblleemmss

• ケアプラン

メディカルサマリのドキュメントメディカルサマリのドキュメント
構造のある符号化されたヘッダ
Patient, Author, Authenticator, Institution, 
Time of Service, etc.

ヘッダは常に構造化され符号化されている
Level 1Level 1

Level 2Level 2

Text Structure
Entry

Text Structure 
Entry

プロブレムとアレルギーは構造化
されたテキストとして要求される

インポート、パースしやすい

Text Structure
Entry

Level 3Level 3

プロブレムとアレルギーは
詳細な粒度の構造をもち、
オプショナルな符号化がさ
れている。符号化は標準化
されていないが明確に特定
される

-

.

Coded Section 
Entry

Coded Section 
Entry

Coded Section 
Entry

Level 3Level 3

意味的な相互接続性、単純に読めてわか意味的な相互接続性、単純に読めてわか
るという２つの面るという２つの面 !!

薬物治療

• アレルギー

タイトルが符号化された区分：構造のな
い、符号されていないコンテンツをもつ

見てわかる (XML Style sheet)

階層化された相互接続レベル階層化された相互接続レベル
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セキュリティ環境の構築セキュリティ環境の構築

インターネットインターネット

ドキュメント
リポジトリ

ドキュメント
リポジトリ

画像ドキュメント
ソース

画像ドキュメント
ソース

画像保管管理

医療機関の外

XAD

医療機関の内部

ＴＬＳ認証、
アフィニティ承認

XADドメイン

（DMZの一部）

外部ファイアーウオール内部ファイアーウオール

２

５

４

I

II

III ドキュメント
利用者

ドキュメント
利用者

画像ドキュメント
利用者

画像ドキュメント
利用者

ドキュメント
レジストリ

ドキュメント
レジストリ

３

１

院内院内
PACSPACS
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ドキュメント
レジストリ

ドキュメント
レジストリ

患者IDソース患者IDソース

ドキュメント
利用者

ドキュメント
利用者

ドキュメント
ソース

ドキュメント
ソース

ドキュメント
リポジトリ

ドキュメント
リポジトリ ドキュメント

利用者

ドキュメント
利用者

ドキュメント
ソース

ドキュメント
ソース

ドキュメント
リポジトリ

ドキュメント
リポジトリ

ドキュメント
利用者

ドキュメント
利用者

医療機関A
初期治療、診療
(救急)

医療機関B
急性期診療
（入院）

医療機関C
診療所など
（診断サービス）

ATNA
監査リポジトリ

ATNA
監査リポジトリ

CT
タイムサーバ

CT
タイムサーバ

院内電子
カルテシス
テム

院内電子
カルテシス
テム

診療所電
子カルテ
システム

EHR中央レジストリ
セキュリティ管理センター

IHEIHEによる共有基盤の実現による共有基盤の実現
セキュリティセキュリティ
の確保の確保

患者患者IDIDの提供の提供
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ドメインの連合ドメインの連合

ドキュメント
レジストリ

ドキュメント
利用者

ドキュメント
リポジトリ

患者IDソース患者IDソース

ドキュメント
リポジトリ

ドキュメント
レジストリ

患者IDソース患者IDソース

患者IDソース患者IDソース

ドキュメント
レジストリ

ドキュメント
リポジトリ

共通共通IDID
参照サーバ参照サーバ

CrossCross
CommunityCommunity

BridgeBridge

（１）（１）

（６）（６）

（５）（５）（２）（２）

（３）（３）

（４）（４）

Community ACommunity A

Community BCommunity B

Community CCommunity C

Meta Meta 
CommunityCommunity
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IHEIHEによる施設間連携の実現による施設間連携の実現

XDS（XDR,XDM) 統合プロファイルの展開

コンテンツ別に具体化した統合プロファイル
• （XDS-I,XDS-MS, XD＊- LAB XDS-SD,XPHR)

ワークフローの実現：リアルタイム性を取り入れたもの

IHE-J：わが国の臨床現場との整合

様々な連携形態への適用検討（遠隔画像連携、在宅ケア、
周産期医療、疾患別医療連携など）

国内拡張、国際的な提案

普及活動

http://http://www.ihe.netwww.ihe.net//
http://www.ihehttp://www.ihe--j.org/j.org/


